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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月25日(2014.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　励振部を有した圧電基板と、前記励振部の対向する両主面に夫々対向配置された各励振
電極と、を備えた圧電振動素子であって、
　前記圧電基板は、前記励振部より薄い前記励振部の周縁に設けられた周辺部と、を有し
、
　前記励振部の全ての側面は夫々厚み方向に段差部を有し、
　厚さ方向に沿って、前記周辺部から突出している突起部を少なくとも一つ備えているこ
とを特徴とする圧電振動素子。
【請求項２】
　前記圧電基板は、水晶の結晶軸である、電気軸としてのＸ軸と、機械軸としてのＹ軸と
、光学軸としてのＺ軸と、からなる直交座標系の前記Ｘ軸を中心として、前記Ｚ軸を前記
Ｙ軸の－Ｙ方向へ傾けた軸をＺ’軸とし、前記Ｙ軸を前記Ｚ軸の＋Ｚ方向へ傾けた軸をＹ
’軸とし、前記Ｘ軸と前記Ｚ’軸に平行な面で構成され、前記Ｙ’軸に平行な方向を厚み
とする水晶基板であり、
　前記側面は、前記Ｘ軸と平行な２つの側面、及び前記Ｚ’軸と平行な２つの側面を有し
ていることを特徴とする請求項１に記載の圧電振動素子。
【請求項３】
　前記圧電基板は、複数の角隅部を有し、
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前記複数の角隅部のうち一部の角隅部には、パッドを有し、
前記突起部は、前記パッドを有する前記角隅部以外の角隅部に設けられていること特徴と
する請求項１、又は２に記載の圧電振動素子。
【請求項４】
　前記圧電基板は、複数の角隅部を有し、
前記複数の角隅部のうち一部の角隅部には、パッドを有し、
前記突起部は、前記パッドを有する前記角隅部以外の角隅部にあって、前記Ｚ’軸に沿っ
た端縁に沿って設けられていることを特徴とする請求項２に記載の圧電振動素子。
【請求項５】
前記圧電基板は、複数の角隅部を有し、
前記複数の角隅部のうち一部の角隅部には、パッドを有し、
前記突起部は、前記パッドを有する前記角隅部以外の角隅部にあって、前記Ｚ’軸に沿っ
た端縁に沿って設けられた第１の突起部分と、該第１の突起部分と連設しており、前記Ｘ
軸に沿って設けられている第２の突起部分と、を備えていることを特徴とする請求項２に
記載の圧電振動素子。
【請求項６】
　前記突起部は、前記周辺部の表裏主面に夫々備えており、前記表主面側の前記突起部の
頂点から前記裏面側の前記突起部の頂点までの厚さに沿った長さは、前記第１部分の厚さ
と等しいことを特徴とする請求項１乃至５何れかの１項に記載の圧電振動素子。
【請求項７】
　前記圧電基板の前記Ｚ´軸に平行な方向の寸法をＺとし、前記励振部の短辺の寸法をＭ
ｚとし、前記励振部の厚さをｔとするとき、
　８≦Ｚ／ｔ≦１１、かつ、０．６≦Ｍｚ／Ｚ≦０．８の関係を満たすことを特徴とする
請求項２乃至５の何れか一項に記載の圧電振動素子。
【請求項８】
　前記圧電基板の前記Ｘ軸に平行な方向の寸法をＸとするとき、
　Ｘ／ｔ≦１７の関係を満たすことを特徴とする請求項２乃至７の何れか一項に記載の圧
電振動素子。
【請求項９】
　請求項１乃至８のうち何れか一項に記載の圧電振動素子と、前記圧電振動素子を収容す
るパッケージと、を備えたことを特徴とする圧電振動子。
【請求項１０】
　請求項１乃至８のうち何れか一項に記載の圧電振動素子と、該圧電振動素子を駆動する
発振回路と、パッケージと、を備えたことを特徴とする圧電発振器。
【請求項１１】
　請求項９に記載の圧電振動子と、該圧電振動子を駆動する発振回路と、を備えたことを
特徴とする圧電発振器。
【請求項１２】
　前記発振回路はＩＣに搭載されていることを特徴とする請求項１０又は１１に記載の圧
電発振器。
【請求項１３】
　請求項１乃至８のうち何れか一項に記載の圧電振動素子と、少なくとも一つ以上の電子
部品と、をパッケージに備えたことを特徴とする電子デバイス。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の電子デバイスにおいて、前記電子部品が、サーミスタ、コンデンサ
、リアクタンス素子、及び半導体素子のうちのいずれかであることを特徴とする電子デバ
イス。
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